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障 害 者 の 方 の た め の 

夏季パソコン講座開催 

 CTF 松阪では、10 月 6 日、20 日、27 日の 3 日間、

松阪市障害者福祉センターにおいて、障害者の方を対象

としたパソコン講座を開催しました。 

 今回のテーマは『WORD 応用コース』として、WORD

の持つ各種機能を使い「家族新聞」作りに取り組みまし

た。受講者の皆さんは、普段あまり使ったことがない機

能に戸惑いながらも、メイン講師のやさしくていねいな

説明と、補助講師のきめ細やかなサポートにより、それ

ぞれ特徴ある「家族新聞」を作り上げられ、家族間のコ

ミュニケーションツールとして活用されることになり

ました。 

 8 月から始まった今年の夏季講座はこれで終了しましたが、CTF 松阪では来年もこの時期に開催できれば

と考えております。テーマに関するご要望・ご意見などがありましたら事務局までお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

よいほのもり 

 最近環境保護関連のニュースなどで「3R」という言葉を目にするようになりました。こ

の“3R”とは一体何いかなるものでしょうか。 

 3R とは「Reduce（削減する）」「Reuse（再利用する）」「Recycle（再生させる）」の 3つの

単語の頭文字を取ったものです。 

 一般にこれら 3 つをまとめて「リサイクル」と呼ばれています。「ゴミ自体を削減する」、「古いものは再利用す

る」、「出したゴミは資源として再生させる」という 3 つの点にそれぞれ取り組み、その結果発生する廃棄物を

総合的に減らそうという考え方です。 

 ユーザは余計な買い物をしない(そんな余裕もないが）、使わなくなったパソコンは買い取りや下取りに出す

(もっぱらもらってばっかりですが)、廃棄(めったに捨てませんが)するときは資源として再生される適切な方法

を選ぶなどを心掛けましょう。                            （ＵＰ） 

 

 今月号は文字数が多いので、第１ページと第４ページにＳＰコードを２個ずつ付けてあります。
第１ページと第４ページでは、先に左下のＳＰコードを、次に右下のＳＰコードを読んでください。 
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恐怖のスパイウエアとは Ⅷ 

  

収集した情報に合わせて広告を表示 

 ここまで見てきたのは、おもに犯罪などに使われる可能性の高いスパイウエアでしたが、アドウエア

はその位置付けがちょっと異なります。 

 アドウエアとはユーザーのパソコンに広告を自動表示させるソフトのことで、ユーザーの Web アク

セスの履歴をセンターに送って、その情報を基にユーザーの嗜好に合った広告を表示させます。これが

スパイウエアと見なされるかどうか微妙なところです。 

 Web アクセスの履歴が盗み見されることを嫌うユーザーにとってはこうしたアドウエアはまさにス

パイウエアそのものですが、自分の嗜好に合わせて広告が表示されるのは迷惑でないと考えるユーザー

もいます。このようなユーザーにとってアドウエアはスパイウエアとはいえません。 

 よく知られたものとして、フリー・ソフトにバンドルされて配られる米クラリアの情報送信機能付き

アドウエアである「Gator」（ゲーター）があります。 

 例えばパスワード管理ツール「GatoreWallet」（ゲーター・イーウォレット）をインストールすると

同時に Gator もパソコンにインストールされます。すると Gator はほかの多くのスパイウエアと同じ

ように常駐して動くようにレジストリを書き換えます。ユーザーが Web ブラウザで Web サイトにア

クセスすると Gator は Web サイトの URL や Web サイトに入力した情報をゲインの Web サイトに送

ります。 

 情報を受け取ったゲインは送られてきた情報を基に広告用の Web ページを生成して Gator に送り返

します。ゲインからの Web ページを受け取った Gator はユーザーのデスクトップ上に新しいブラウ

ザ・ウインドウを立ち上げて広告ページを表示します。 

 このようにあるサービスを効果的に提供するために、ユーザー側の情報をセンターに送るしくみを持

つソフトは増えています。こうしたソフトをスパイウエアと見なすかどうかは人それぞれということに

なります。 

つづく 
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【１０月】の活動報告 

障害者対象個人向けパソコン講座 

（７日、１４日、２１日、２８日） 

障害者対象夏季パソコン講座 

（６日、２０日、２７日） 

障害者宅訪問 IT サポート 

（８日、２２日） 

【１１月】の活動予定 

障害者対象個人向けパソコン講座 

４日、１１日、１８日、２５日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の雑学データ （１１月） 

古名 霜月 語源 文字通り『霜が降る月』からきている。 

英名 November 語源 「9 番目の月」の意味。 

実際の月の番号とずれているのは、紀元前46年まで使われて

いたローマ暦が3月起算で、（そのため年末の2月は日数が少

ない）3 月から数えて 9番目という意味である。 

国民の祝日 文化の日（3日） 自由と平和を愛し、文化をすすめる。 

勤労感謝の日（23日） 勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう。 

休日 振替休日（24日） 「国民の祝日」が日曜日にあたるときは、その日後においてそ

の日に最も近い「国民の祝日」でない日を休日とする。（祝日

法） 

二十四節気 立冬（7日） 冬立つ日。陽の光も一段と弱く、日脚も目立って短くなり、冬の

気配がうかがえるようになる。 

小雪（22日） 市街にはまだ本格的な降雪はないが、遠い山の頂きには雪が

見られ、冬の到来が感じられるころ。 

誕生石 トパーズ 石言葉 「友愛」「希望」 

誕生月花 椿 花言葉 「理想の愛」「謙遜」 

クリスマスローズ 花言葉 「スキャンダル」「追憶」「中傷」「慰め」 

星座 さそり座（～21 日）、射手座（22 日～） 

主な年中行事 氏郷まつり（3日）、七・五・三（15日） 

 



 

-4- 

ＣＴＦ通信 第 68 号  第 4 ページ 

リレー随筆ナンバー66  CTF 通信第 66 号（9 月発行）に引き続き、O.I 様からご投稿いただいたショ

ートステイ体験記を掲載します。 

 

 

 

はじめてのショートステイ（４） 

Ｏ．Ｉ 

○月○日（土曜日） 雨 

今朝はいつもと違ってやけに食堂がにぎやかだ。何をしゃべっているのかはわからないが威勢のいい東京

弁でまくし立てている女性の声が響き渡っているのである。 

朝食のアナウンスで食堂に行くと、いつもの定席には先客がいて何処へ座ろうかと戸惑っていると手招きし

てくれる女性がいる。 

悪い予感がするも昔レディーの招待なので隣に恐るおそる座る。彼女曰く、ご主人が気象庁に勤めていた

せいで日本中、隈なく渡り歩いたのだそうである。退職後、主人はあっけなく死んでしまい、今は一人娘と暮

らしているのだが、土・日になるとここへほうり込まれるので、したたかに２日間を楽しんで帰るのだそうである。 

朝食を終えて部屋に戻ろうとすると、例の女性が自室に来るようにとしきりに招待してくれる。どうしたものか

と戸惑っていると職員が飛んできてとりなしてくれる。新顔が入所してくると皆彼女の洗礼を受けるのだそう

だ。 

ほうほうの態で部屋に戻って窓を開けると目の前には悪名をとどろかせた例の社会保険事務所がある。平

日は大繁盛で連日夜の１０時を過ぎてもこうこうと電灯がついている。 

土曜日だというのに今日ももう３人ほどが玄関前にたむろしている。職員はまだ来ていない。８時過ぎ、や

っと玄関が開く。９時にはもう車を止めるスペースもなく隣の空き地にまであふれている。 

結局どういうことになるのか知らないけれど、今更解決するはずもないのだし、可哀想だがほとぼりが冷め

るまで現場の職員は頑張るしかないんでしょうね。 

こうなることが分かっていた当事者たちはちゃっかりと退職金を仕留めて、何処吹く風で、ゴルフでも楽しん

でいるんでしょうね。何時の世も真面目な下っ端は辛いね！ 

つづく 

 

 

    編集後記 

 10 月の家族新聞作り、線描き、

枠作りなど、ワクワク？しながら取

り組みましたが、難しかったですね。 

 苦労した分いいのができあがりました。これか

らもいろいろなことに挑戦しましょうね。 

（＼(^o^)／） 
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